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報道関係各位

件 名 旧東吾野小学校の利活用について

旧東吾野小学校及び旧吾野小学校の利活用については、３校統合の基本的な考

えである「魅力ある新たな学校づくりと地域の発展につながる統合」の一環とし

て、「地域の発展につながる跡地利用」を目指すこととしていました。

その後、旧東吾野小学校の跡地利用について、特に大きな興味、関心を示して

いただいた学校法人早稲田学園（以下「早稲田学園」という。）と東吾野地区の大

字ごとに選出された３１人で組織された「旧東吾野小学校利活用推進連絡協議会」

（以下「連絡協議会」という。）で「東吾野地区の活性化に向けた連携及び協力に

関する基本協定」を締結し、協議を重ねてきました。

その結果、早稲田学園及び連絡協議会では、地域の教育力を活用し、生徒が自

分自身の特長や可能性を再発見し、社会で自立できる生徒を育成していくため、

地域と連携した新たな通信制高等学校として、令和４年４月、６３０人規模の「（仮

称）わせがく夢育高等学校」の開校を目指すことで合意し、令和３年４月２７日、

早稲田学園及び連絡協議会から飯能市長宛てに「旧飯能市立東吾野小学校の利活

用に関する要望書」が提出されました。

つきましては、今までの経過、新校の概要等について、次のとおり報告します。

今後は、地域が望む旧東吾野小学校の利活用策である地域と連携した新たな通信

制高等学校の開校の実現を目指し、早稲田学園、連絡協議会及び本市の三者によ

る基本協定を締結し、協議を進めていくこととします。

１ これまでの経緯

〇 平成３１年３月

旧東吾野小学校を閉校する。

〇 令和元年１０月

文部科学省「みんなの廃校プロジェクト」に登録する。

〇 令和２年８月

早稲田学園から旧東吾野小学校に地域と連携した新たな通信制高等学校

を開校したい旨の申出を受ける。

〇 令和２年９月

・ 東吾野地区住民に早稲田学園を引き合わせた結果、双方で協議を開始す

ることとなる。

・ このことについて、飯能市議会にタブレット配信で報告する（報告件名：

「旧東吾野小学校及び旧吾野小学校の跡地について」）。

〇 令和２年１１月

・ 東吾野地区住民と早稲田学園が「東吾野地区の地域活性化に向けた連携

及び協力に関する基本協定」を締結し、協議を開始する。
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・ 飯能市議会全員協議会にて、「旧東吾野小学校及び旧吾野小学校の跡地利

用について」を報告する。

〇 令和３年３月

早稲田学園が埼玉県学事課へ新校設置に向けた計画概要を提出し、承認を

受ける。

〇 令和３年４月

早稲田学園及び連絡協議会から飯能市長宛てに「旧飯能市立東吾野小学校

の利活用に関する要望書」が提出される。

２ 学校法人早稲田学園の概要

(1) 本部

東京都新宿区高田馬場四丁目９番９号

(2) 学校法人の設立認可

昭和３１年５月８日

(3) 通信制高等学校の運営実績

平成１５年４月、千葉県香取郡多古町に「わせがく高等学校」（本校）を

開校し、その他、千葉県内に４か所、東京都内に１か所、埼玉県内に２か所、

茨城県内に２か所、群馬県内に２か所のキャンパスを開校し、毎年度、約

１,４００人規模の生徒を抱え通信制高等学校を運営している。

３ 利活用策（早稲田学園及び連絡協議会の合意事項）

(1) 新校の概要

地域の教育力を活用し、自分自身の特長や可能性を再発見し、社会で自立

した生徒を育成していくため、学習指導においては、ハイブリット授業、幅

広い学力レベルへの対応、探究活動による課題解決能力の育成、地域人材を

活用した授業・部活動を展開するとともに、地域との連携においては、生徒

を多彩な地域行事等へ参加させ自己肯定感・有用感の高揚につなげ、ＩＣＴ

活用による地域の高校をはじめ小中学校・大学との交流・連携、自然保護活

動等の実施、地域の賑わい創生事業の企画・運営などを展開していくことと

しています。

(2) 地域貢献の概要

平常時には、地域住民のレクリエーション、健康づくり、コミュニティの

場として校庭、体育館及び校舎を開放するとともに、災害時には、地域住民

の避難所として学校を開放し災害支援に協力していくこととしています。

(3) 連絡協議会の意向

人口減少と少子高齢化が進んでいるものの、豊かな森林、自然環境に囲ま

れた中で、良好な地域コミュニティ、活発な地域活動が展開されている東吾

野という地域において、こうした事業が展開されることは、地域住民にとっ

て大変喜ばしく、まぎれもなく東吾野地区の活性化、飯能市の発展につなが

るものと確信し、新校の基本コンセプト、事業計画等に全面的に賛同し、学

習指導や地域連携においてできる限りの協力、連携を図っていくこととして
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います。

４ 地区住民への周知

連絡協議会の設立及び協議を開始することについては、連絡協議会会長から

地域の広報誌「おらがんち」（発行：ふくしの森・東吾野、東吾野まちづくり推

進委員会）によりお知らせしたほか、現在の協議の進捗状況について、連絡協

議会会長からの文書を地区内全戸に配布し、地区の皆様にお知らせする予定と

のことです。

担当者 企画調整課長

利根川 忠宏

連絡先 Tel 042-973-3323


